


凡 ANKERNo.8 曽我部さん 淳遊館スクール成功裡描線不 才:

'曽我部さん

8カ月と小 う長い準備期間の後､多 くの人達の

理科スク≠うPLが実施されま した.12/4(土)リ

ハーサル､1i/ll(土)スクール本番という日程

でした｡

今回のスクールの特徴は何 といっても ｢マルチ

メディアを導入 した実験スクール｣ ということで

チ.ナナプルコンピュータ株式会社のご協力によ

り､Quadra840AVという最新機種にPlainTakとい

う音声認識ソフトを組み込んで､曽我部さんが作

成されたチャー ト図や写真､ビデオ画像などを随

時音声で呼び出 しながら､スクールが展開されま

したO

テーマは ｢生物の繁殖｣｡海進館での

スクールという事で､主に魚類の繁殖を

中心に､生物が生 きていくためにどんな

工夫をしているのか ･- という点を中

心に授業が進められました｡

受講されたのは､小学校5-6年生の男

女児童とそのご父兄 (計20名)です｡

曽我部さんが一方的に講義する形式で

なく､生徒の皆さんに実感 してもらえる

授業を､という事でまず ｢一腹のたらこ

に､どれだけの数の卵が有る示数えもJ

という観察からスター トしました.

たらこから1グラム分を切 り取 り､それ

を小分けにしたものを爪楊枝 を使って真

剣に数える親 と子t途中で何度 も数え直

したりしながら､グループ毎にその数を

発表 しました｡合計 L､重さをかけ算 し
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成功裡に終ア ナ

文 竹中 ナミ

写真 木地本 昌弥

てみると･･.･なんと1腹に約20万個の卵が有る

事が分かりました｡

｢こんなにたくさんの卵を産んでも､生き残る

のはほんの数匹｡マンボウに至っては2億の卵の

うち1-2匹しか成魚になれないのよ｣という曽我

部さんの説明に､生物が生きていく事の厳 しさを

皆､実感 したようでした｡

その後､マウスブリーダなど口の中で子どもを

守る魚類や､ほ乳類のように母親の授乳と保護で

生き延びていく生物の話が続き､自然界の食物連

鎖の中で生存する事の素晴らしさを､写真やビデ

オの映像を観ながら考えました｡

1年ぶ りに子供たちを前に し､笑みこぼれる曽我部 さん



淳遊館スクール成功裡に昇華J

Tやや新聞など報道各社毎カメラの放列に囲ま

れて､親子ともになかなか緊張の取れない様子で

Lf{が､終わってからの感想は､

｢面白かった｣

｢学校でもこんな授業が受けられたら良いのに｣

｢自分で色々触って覚えられたのが良かった｣

など､子ども達は楽しそうに話してくれました｡

また､ご父兄は､

｢パソコンがかなり学習に使えるものであると認

識した｣

｢身近に観察できる素材があるにもかかわら

ず､気付かない｣
｢自分たちが､′教科書やテスト主義になってい

る事を認識｣

｢コンピュータをもっと教育現場に導入すべき

では｣

｢障害者と健常者が助け合っていける形態を作

る必要を感じた｣

などの感想を聞かせて下さいました｡
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凡APaZiRNo･8 曽我部さん 淳遊館ス?-ル成身

曽我部さんの在籍する尼崎市立若草中学収の成

長先生､尼崎市教委の担当の方も見学され､マ)し

チメディア授業に驚きと期待を持って下さったよ

うでした｡

曽我部さん自身の授業の自己採点は65点｡

｢前半は良かっ7=けど､後半で予定していた質問

を抜かしたり胎生動物の説明が雑になってしまっ

た｣ ｢子ども達の表情から､固さがとれなかっ

た｡生物が生きていく事の大変さが分かってもら

えたかな?｣と､少 し不安が残るスクールだった

ようです｡また ｢1年ぶりの授巣で声がかすれた

りしたのが残念｣との事｡

でも ｢教壇復帰に対する情熱はますます強く

なっており､パソコンをもっと使いこなせるよう

になって､きっと素敵な授業が出来るようになっ

てみせます｣と､きっぱり｡

プロップ･ステーションでは､このスクールを

機にパソコン通信プロップNETに ｢曽我部さんと

コンピュータ｣というボードを開設し､曽我部さ

んに対する技術支援の充実を図る企画を開始しま

した｡

この支援プロジェクトには､すでに企業のご協

力のお申し出なども有 り､今後より広範な技術

者､研究者の皆様のご支援が得 られるよう､プ

ロップとしても最大の努力をしていきたいと思い

ます｡

頚から下の神経が全

てマヒするという重度

障害を持つ方は､決し

て曽我部さんお一人で

はありません｡また､

交通事故､環境汚染､

薬害､医療ミス､高齢

化などなど､文明が進

めば進むほど､障害は

全ての人にとって身近

なものになっていると

も言えるのが社会の現

状です｡ でも､文明

の利器 ｢コンピュー

タ｣を､本当に人類に

とって有用なものとし

て発展 させるために

は､障害を持つ人自身

がコンピュータにアク

ティブにチャレンジ

し､改善のための意見を揖起する事から始毅射

てはなりません｡ニーズが有らてこそ､機辞軸 ノ

長するのです｡

このような観点から､今回のスクールの開催と

成功は､その一歩を踏み出すための大きな原動力

になったと自負-していますo私たちは､曽我部さ

んから様々な問題提示がなされるのを､期待 して

います.そ してもちろん､曽我部 さ4,がコン

ピュータを自分の道具として使いながら､教壇に

復帰されるのを楽しみにしています｡

最後になりましたが､今回のスクール開催に多

大なご協力を下さった梅遊館の皆様ならびにアッ

プルコンピュータ株式会社に心から御礼申し上げ

ます｡

曽我部さんのために､そして社会全体のため

に､このプロジェクトが発展 して行く事を､心か

ら祈念いたします｡

IIIIIJJIIJblllllIJJIITIIJJJJIJIJ
曽我部さん､若草中でも研究授業実施決まる !

海道館スクールをご見学下さった尼崎市立若草

中学校の校長先生のご決断で､当中学校における

｢研究授業｣が決定しました｡ 2月川日 (金)､

中学3年生を対象に1時限 ｢自然と環境｣について

がテーマです｡ まだ単発の授業ですが､これで

また復帰への階段を数段上ったと言えそうです｡

｣ナミねえ)

報道陣のカメラがマルチメディアスクールに迫る



凡A"HERNo･S 僻-'lFIを持つ人ifの加 竺

昨年11月13日､27日 (いづれも土曜日)′の両

目､プロップ･ステーション主催のパソコン通膚

セミナーを開催 しましたo

開催にあたり一番悩んだのは場所の問題です｡

交通至便で車いすの人が利用でき､コンピュータ

と電話回線が有って､なおかつ無料で使わせて戴

ける場所 ･･･そんな虫の良い希望を叶えてくれ

る所は無いものかと大阪市内の公的な建物や企業

にアタックしてみましたが､どこも全てをクリア

する事が出来ずあきらめかけていたところに､朝

日新聞コミュニケーションホールが ｢使って下さ

い｣と嬉 しいお返事を下さいましたo併せて､朝

日新聞大阪厚生文化事業団もご後援を下さる事に

なり､新聞報道のご協力も戴いて無事了開催する

事が出来ました｡

(左
)
に
､
回
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｢
パ
ソ
コ

竹中 ナミ

また､削 耐乏大阪大学助教疫で工学博士 (通信

工学科)申野秀男先生と､株式会社クボタ素形材

事業部情報化推進プロジェクト課長補佐の柳原秀

基氏をお迎えし､実施スタッフとして多 くの企業

エンジニアの皆様にもボランタリーなお力添えを

戴きました｡

受講生募集の新聞記事への応募から､2日間で

23人の障害を持つ方々にセミナ-を受けて戴く事

ができましたが､そのうち7人の方は聴覚に障害

をお持ちでした｡この7名の方々には大阪府難聴

者協会のご協力で要約筆記者が延べ6人公費派遣

でお越 し下さり､筆記した文字をテレビ画面に映

し出す､という最新の機器でサポートして下さい

ました｡

ご協力下さった皆 頻々に､紙面を借 りて厚く御

礼申し上げます｡

セミナーは､前半の1時間が中野先生の講演､

後半の2時間が柳原氏による実技実習という形で

した｡中野先生のお話のテーマは ｢パソ

来｣で､0Ⅰ肝を駆使 しての大

障害を持つ人達にとっ

ケ-ション手段とし

手段 としての有用性

わっておられるインター

80万台のコンピュータと

-i-t>3ン^/･///



凡 ANKERNo.8 障害を持つ人達のためのパソコン通藤懸叡漁労

グループに別れて実習｡ネクタイ姿が中野先生

接続 している通信網)とプロップNETとの今後の

連携の可能性など興味深いお話の数々に､受講生

のみならずスタッフまでもが多くの事を学ばせて

戴きました｡特にインターネットを通じて刻々と

取 り込まれる通信衛星 ｢ひまわり｣の画像がOHP

に映し出された時には､会場からどよめきが挙が

りました｡

実技実習は柳鹿氏の葡話の後､数名づつのグ

ループに分かれてそれぞれのグループにサブイン

ス トラクターが卜 碑 づつ付 く､という形で行わ

れました｡グ)i,一プ毎に1台ゐパソコンを用意 し

会場からプロツ:プNETLごァクセスして､パソコン

通信の楽 しさを味わって戴 きまし'たO受講生には

セミナーの感想を→言づつ特別に設置 したボー ド

に書き迭んで戴きましたが､~ヮ-プ白も使った事

がないという方は､インス トラわ L一に代筆 (代

タイプ?)を依頼 してメッセージを送 りました｡

企業内で実際に社内NETを運営 しておられる柳

原氏の説明は､できるだけ専門用語を避けながら

の丁寧なもので､大変好評でした｡また事前に､

講師のお二方が作成下さった力のこもったテキス

トを戴いておりましたので､充実した資料を受講

生甲皆さんにお渡 しできたのが､事務局としては

大変有 り難い事でした｡

1回3時間というセミナーなので､このセミナー

を受けたからといって直ちにバリバリ通信ができ

る ーというものではありませんが､入門編と

してパソゴン通軍の楽しさと有効性は充分伝える

事ができたと自乗 しています｡

前述 したように､会場の確保がなか率か難しい

事ではあ りますが､公的な建物や､ 企業のセミ

ナールームなどがお借 りで きないか今後も努力を

続け､これからも機会が有るごとにこのようなセ

ミナーを開催 していきたいと思っています｡

広範な皆様のご協力を､何卒よろしくお願い申

しあげます｡



凡ANKERNo.8 VANGUARDいよいよ活動厨姶 J it

V.A_iW蔚?U.AJIR.12)いよ
視覚障害者アクセスマップ作成を目的として活動を始めたⅤ

た｡昨年11月19日に行われたボランティア説明会及び､24･26日のミーティングには､多数の皆さんにお

集 りいただきました｡ご協力下さった皆様に誌面を借 りてお札申

ティアの皆さんに､アイマ*クを付けて街中を歩き視覚障害を備

われまもた｡食後も楽しい企 画 を交えながら､視覚障害者アクセ
す｡2月より纂際の調査活 動 に入 りますので､ご協力いただける方を引
参加をお待ちV､たします｡

◆ 遵琴記鎧

1 1月19日 欝一回ボランティア説明会

2 4日 ミーティング

26 日 〃

12月 5日 歩行体験セミナー伊artl)

18ET 'y 伊ara)

1月 3日 凍 養脊馳 幅 の壮行会)

◆今後の活動予定

1月17日 マップ作成に向けて (夢見交換会)

[2月1日-3月末 戊大阪駅 ･調査

(データ収集)] ノ-

2月26日 2月定例ミーティング

3月26日 3月 〃

プロップ ･ネットP25]VANGUARD(視覚障害

那)のボー下でも､射 ち合わせなどを希っていま

す｡アクセスされた方はぜひ一皮覗いてくださ

す｡ー12月5日･18日には､ボラン

セミナー｣が行

きたいと思いま

募集して串ります｡皆様のご

◆ vANGUA革ptに姦加して

もしもしカメよカメさんよ-七 大将､亀山さん

の激 しくも当鋲の情熱には1号等れて､もう足抜け

出来ない状況 ?0

∫12月5のアイマスク体験は新鮮だった｡にわか

視覚障害者と古事言え､周 りあ状況､自分の位置さ

えわからないことがこれほどまでにもどかしいと

は｡カニ ･ナビゲヤシヨン･システムみたいなも

のが応用できないかと思うなど､有意義な一日

だった6~

vANGUARDの目的は地図作 り｡でもそれ以上

に人と知 り合う､分か り合うきっかけを与えても

らっている､それだけでも亀山さんには感謝｡カ

メのようにゆっくりでも着実に人の輪を広げてい

きたい｡それがよりよい地図にもつながると思

う｡

(広報担当 (?)ボランティア :森川 明義)

◆ vANGUARD連絡先

〒658 神戸市東灘区北青木2丁目2_1_103

TEL.078411-7178 .代表 亀山英明
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障

害

者

の

社

会

参

加
を
広

げ

る
た
め
の

｢パ
ソ
コ
ン
通
信
セ

ミ
ナ
ー
｣

(朝
日
新
聞
厚
生
文

化
事
業
団
後

援
)
が
こ
の
ほ

ど
､
北
区
中
之
島
の
朝
日
新
聞

社
一
階
の
ア
サ
コ
ム
で
始
ま
っ

た
｡
こ
の
日
は
､
車
い
す
の
五

人
や
聴
覚
障
害
者
三
人
ら
計
十

二
人
が
参
加
し
た
｡
二
十
七
日

に
も
開
か
れ
る
｡

主
催
の
市
民
団

体

｢プ
ロ
ッ

プ

･
ス

テ

ー

シ

ョ
ン

｣

(竹
中

ナ
rrr代
表
)
に
よ
る
菩

薩
害

者
が
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
使
う
こ

と
は
､
距
離
の
ハ
ン
デ
ィ
な
ど

の
克
服
に
役
立
つ
が
､
現
状
で

は
交
通
事
情
や
ビ
ル
の
設
備
の

状
潜
か
ら
､
こ
う
し
た
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
す
る
こ
と
も
難
し

い
､
と
い
う
｡

講
師
の
中
野
秀
男
阪
大
助
教

撹

(通
信
H
学
)
は

F障
窒
暑

Eヨ 新

で
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
人
が
少
な

い
た
め
､
機
琶

体
が
高
額
に
-

な
り
､
障
害
の
状
態
に
合
っ
た

入
出
力
機
器
の
技
術
開
発
が
遅

れ
て
い
る
｡
パ
ソ
コ
,b
韓
ッ

ト

を
使
え
ば
､′自
治
体
中

企業に

そ
う
し
た
希
望
を

伝えるこ

と
も
で
き
る
｣

と呼びかけ

た
｡参

加
者

は手話を交えて説

明
を
受

けた後､ボランティ

ア

のインストラクターに教

えられながらパソコンを換

ていた｡
申さんは｢会場探しも

体
に
障
害
の
あ
る
人
た
ち
を
対
象
に
開
か
れ
た
パ
ソ

コ
シ
通
信
講
座

=
北
区
の
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
で

大

変でした｡通倍塵芥メー

カ

ーなどもまわったが､交

通
が

便利で､車いすが容易

に
入
れ

る場所で､パソコン

通
信
が
で

きる機器がそろっ

て
い
る
の

は他にな掛った｣

と
話
し
て
い

る｡


